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～実習にご協力いただく区市町村及び拠点機関の皆様へ～ 

令和 4 年度東京都相談支援従事者初任者研修「実習」受け入れガイド 

 

 

はじめに 

 令和２年度に、相談支援従事者研修のカリキュラムが新しくなり、研修日数が増え、研修の合間に地

域に戻っての実習が加わりました。初任者研修の実習では、相談支援（ケアマネジメント）の基礎技術

に関することと地域資源に関する情報収集について取り組むよう国の要綱で示されています。 

区市町村及び拠点機関の皆様にご協力いただきたい内容をガイドとしてまとめましたので、ご確認く

ださい。 

なお、本ガイドの作成にあたりましては、令和 4 年度東京都相談支援従事者研修検討会のご協力をい

ただいております。 

 

1 初任者研修の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受講者数は、約５００名です。 

・講義は、オンライン配信での実施です。 

・演習は、A～Ｆの 6 日程に分かれて Microsoft Teams を使用した Web 会議での実施となります。 

２日目 
講義 実習１ 実習２ 

基本的理論を学び 

ミッションを知る 

体験する・OJT 

相談支援プロセス 

の理解 

実践研究 

学びの実践とつながりづくり 

座学 

計画相談一連の 
プロセス体験 

・インテーク 
・アセスメント 
・プランニング 
・サービス担当者会議 
・モニタリング 

「アセスメント」 
＝「思考の整理」 

3日目と 4日目の演習や
ったことを自分の個別事
例でなぞる。 

「計画作成」 
4日目の演習でやったこ
とを自分の個別事例でな
ぞる。 
地域資源調べと拠点機関
とつながる。 

地域課題と
まとめ 

振り返り 

１日目 
講義 

実践研究 

３日目 
演習 

４日目 
演習 

５日目 
演習 

６日目 
演習 

７日目 
演習 
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２ 実習の目的 

 〇自分が関わりのある事例で実際にアセスメント～計画作成に取り組むことで、ケアマネジメントの

一連のプロセスを着実に実施できるようになる。 

 〇相談支援専門員として従事する地域の社会資源を調べ、実践で活用できるようにする。 

 〇地域にある拠点機関とのつながりをつくる。 

 

３ 実習の流れとご対応いただく内容について 

区市町村に対応いただくのは（２）「実習２」②、拠点機関の皆様に対応いただくのは、（２）「実

習２」③④になります。各日程の研修 5 日目終了後から 6 日目までの間が実習２の対応期間になり

ます。（５頁の研修スケジュール参照） 

各実習課題の詳細については、実習ガイダンス資料をご参照ください。 

 

（１）実習１（実習課題１～５） 受講者が自分で取り組みます 

   受講者は、研修３日目と４日目で使用したツール（基本情報グラフィック・ストレングスマッ

プ・ニーズ整理表・５Pics（ピクチャーズ））を使い、自分の事例で思考の整理（ご本人を中心と

したアセスメント情報の整理）に取り組みます。 

（２）実習２（実習課題６～１０） 一部区市町村と拠点機関の協力を得て行います 

①受講者は、実習１で取り組んだ個別の事例について、サービス等利用計画案を作成します。 

②区市町村から地域の相談支援体制について説明を受けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③拠点機関に、地域での役割や相談支援専門員として大事にしていること等についてインタビュー

をします。 

②③について聞き取ったことをインタビューシート（３頁）にまとめます。 

【区市町村から受講者にご説明いただきたいこと】 

初任者研修修了者が、地域の相談支援体制を理解して活動を開始できるよう、以下の国の示

す「重層的な相談支援体制」と照らし管内の相談支援関係機関の機能分担について説明して

ください。 

相談支援に係る関係機

関の機能分担について

は、「相談支援の質の向

上に向けた検討会」にお

ける議論のとりまとめ

（平成 28 年 7 月 19 日）

において「地域において

実情が異なるため画一

的に示すことはできな

いが、一般的には三層の

構造に区分されるもの

と考えられる」とされて

います。 
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④拠点機関に、実習ナビシート（４頁）に沿って（１）と（２）①で作成したアセスメントと計画

案を見てもらいます。 

 

４ 実習対応の準備と評価について 

（１）区市町村と拠点機関の皆様には、東京都で実施する初任者研修の目的や内容を把握した上で、実

習対応をしていただくため６頁からの「別冊 初任者研修ガイド」で事前学習をお願いします。 

（２）区市町村の窓口職員と拠点機関で受講者情報を共有し、地域の実情に合わせた実習の受け入れに

ついて打合せを行ってください。受講者ごとに対応する拠点機関の担当者（以下「実習対応者」と

いう。）を決めてください。 

（３）受講者は、研修５日目の受講後、別紙３の区市町村窓口に連絡をします。「実習２」②についての

説明の機会と、「実習２」③④を対応する拠点機関を案内し、アポイントを取るよう伝えてください。 

（４）全ての実習対応後、区市町村と拠点機関で振り返りを行ってください。 

※地域の実情に合わせて、実習の実施方法や順序を決定してください。昨年度は、実習対応時に区市町

村の職員に同席していただくことで理解が深まったという声がありました。 

※新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、受講者には Web 会議での実習を推奨しています。 

※実習で知りえた事例の情報は外部に漏らさない等、情報の取扱いには十分ご注意ください。特に、個

人情報を扱う「ニーズ整理表」、「５Pics」、「サービス等利用計画案」は閲覧のみとし、使用後は確実

に受講者に返却してください。 

 

5 拠点機関での実習対応の進め方例 

〇まずは、日頃の業務や研修受講について、労いからスタートしてください。 

 ・受講者が地域の拠点機関と今後もつながっていけるようなことばかけをお願いします。 

 

〇インタビューシートの質問に沿って、インタビューに回答してください。 

 ・日頃の活動を通して感じている地域の強みや、ご自身が大切に感じていることを共有しつつ、受

講者と関係性をつくっていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習課題９ インタビューシートから抜粋 



4 

 

 

〇受講者の個別事例で作成した「ニーズ整理表」、「５Pics」、「サービス等利用計画案」を見せてもら

い、実習ナビシートに沿って「相談支援専門員の土台となるもの（６頁）」の価値が押さえられてい

るか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・計画案等の良し悪しを判断することが目的ではありません。実習をきっかけとして、受講者が実

務についた後も拠点機関に相談ができる関係性をつくることを目的とした実習です。 

 

・実習対応者が事例の回答や対応策を提示するのではなく、受講者の発言を促す問いかけをお願い

します。 

 

・気づきを促す問いかけの例 

 「ご本人の強みを教えてください。」 

 「ご本人は、〇〇という強い思いがあるようですが、どんなところで強く感じましたか。」 

「ご本人の意思に沿った方法を決める時にポイントとなった言葉はどんなことでしたか。」 

「本人の思いに近づけるために地域にある社会資源をどのように活用しようと思いましたか。」 

「サービス等利用計画は、本人の意見を確認しながら一緒に作成できましたか。」 

 

〇最後も労いをもって終了してください。残りの研修も頑張ってほしい、同じ地域の相談支援専門

員の仲間が増えることが嬉しい等のメッセージを伝えていただけたらと思います。 

 

 

 

実習課題１０ 実習ナビシート 


